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共催：日本放射線腫瘍学会第38回学術大会／アストラゼネカ株式会社

2025年11月27日（木） 12:25～13:25

第3会場（東京国際フォーラム B棟 7F「ホールB7-2」）
〒100-0005　東京都千代田区丸の内3丁目5番1号

開 催
日 時

会 場

12：25～12：50

12：50～13：15

講演①

講演②

13：15～13：25Q&A

座 長 辻野 佳世子 先生
兵庫県立がんセンター 放射線部長 兼 放射線治療科部長（診療科長）

演 者

演 者

谷﨑 潤子 先生
近畿大学医学部 内科学腫瘍内科部門 講師

小田切 一将 先生
横浜市立市民病院 放射線治療科 部長

LAURA試験がもたらす臨床ベネフィット

肺臓炎マネジメントのポイントと放射線治療医の役割

EGFRm陽性切除不能Ⅲ期NSCLCの
最新治療戦略

～LAURAを実臨床へ、呼吸器内科・放射線治療科連携の意義～

本セミナーは事前予約制です。
詳細は、日本放射線腫瘍学会第38回学術大会ホームページをご確認ください。


